

病院名：
名前：
生年月日：

がん遺伝子パネル検査
【書式1-1】適格性確認票
記載日：







以下の3点を全て満たすことを確認して下さい。
	(１) 標準治療がない固形がん患者（この場合は未治療でも適格）又は局所進行若しくは転移が認められ標準治療が終了となった固形がん患者（終了が見込まれる者を含む）
  
	

	（２）現在PSが0-1である　　　　　　　　　
	

	（３）関連学会の化学療法に関するガイドラインなどに基づき、全身状態・臓器
機能等から本検査施行後に化学療法の適応となる可能性が高い患者
　　  
	

	
以下を必ず患者に説明してお願いします。
· 必ずしも治療につながらないこと（治験などの何らかの治療に結びついた確率は11-34％(海外実績)。    何らかの治療が見つかったとしても、日本での販売が承認されていない薬、当該がん腫適応外、治験の参加条件を満たさないなど）
· 結果が出るまでに2か月程度かかること
· 費用は、組織検体提出日：44万円 (入院中提出不可：３割負担13..2万円)　 結果説明日：約12万円 (外来・入院中可：３割負担3.6万円) 高額療養費適用
· 組織検体提出の場合、提出可能な組織検体がない場合、生検などの追加処置が必要となる場合があること（病理組織の腫瘍量が少ない、3年以上前の検体、病理組織の保存状態などによる）
· 検査が出来ない可能性があること （検体の品質や量によって解析自体が不成功に終わる可能性）
· 原則、検査は生涯で1回しか受けることができないこと









【検体選択フローチャート】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【書式１-1】
　　
　　　※セルブロック・細胞診は不適


組織検体
	遺伝子解析可能な腫瘍組織検体※　　がある
	(はい)

	組織検体提出
出検の最終確認は遺伝子カウンセリング外来にて行います。

	遺伝子解析可能な腫瘍検体はないが、生検にて再採取可能
当院には遺伝子解析可能な腫瘍検体はないが、他院標本がある
	
	

	(いいえ)他院標本
　他院の病理組織診断書
　HE標本　2枚
　ブロック標本




	
	

	
　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　
新たな生検検体取得が不可能な理由　→



Lliquid（血液検体）
	

	

	固形腫瘍の腫瘍細胞を検体として検査を行うことが困難である場合はLiquid検討
Liquid 選択理由に☑　　（診療録及び診療報酬明細書の摘要欄に記載が必須）
取得した組織が 3 年以上前のものであり、標本の品質に問題がある。治療方針を検討するうえでも標本が古く、問題がある。
過去に病理標本を検査に出検したが、品質不良のため検査中止となった。
	
	(はい)


	
	
	血液検体提出
出検の最終確認は遺伝子カウンセリング外来にて行います。

	その他（
	
	）
	
	










病理部に提出
遺伝子パネル検査提出に関わる留意事項
【注意事項】
腫瘍組織が検体全体の20〜30%以上を占めていることを評価する必要があります。
検体は採取されてから3年以内のものが望ましいです。
末梢血を提出する場合にも、病理学的に「がん」と確定診断されている必要があります。
____________________________________________________________________________________________________________________________________
ご施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
紹介予定日：　　　年　　月　　日
（該当欄に✔）		
	患者氏名
	
	ID
	

	
	
	生年月日
	

	性別
	 男　 女　 その他  不明
	移植歴
	　あり　　　なし

	提出検体
	　FFPE（組織検体/細胞診検体）　　　　　　　末梢血

	原発臓器
	
	臨床病期
	Stage　

	病理診断名
	

	転移の有無
	　あり　　　なし
	転移臓器
	

	出検予定検体
	部位：
	検体採取日
	

	
	（他院標本（病院名/番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

	検体採取方法
	 生検　　　　　　　手術　　　　　　　その他

	検体採取部位
	□ 原発　　　　　　□　転移　　　　　　□　その他

	現時点で判明している遺伝子変異
	　NTRK　MSI-I　MMR　TMB　その他・不明



※必要事項を記入の上、病理部にご提出ください。
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